
令和６年第２回宝達志水町教育委員協議会会議録要旨

開会日時 令和６年１０月１０日（木）
会議場所 宝達志水町生涯学習センター ２階 第一会議室
出席委員 細江教育長、西委員、大﨑委員、近岡真委員、近岡宏委員
説 明 員 松浦学校教育課長兼小学校統合準備室長、杉谷学校教育担当課長、

宮本生涯学習課長
開 会 午前１０時００分

１ 前回会議録の承認について
会議録の内容について承認された。

２ 教育長事務報告
会議資料により要点報告を行った。

３ 報告事項
なし

４ その他
（１）宝たちビジネスアカデミー事業について

宮本生涯学習課長が資料に基づき説明した。
（２）今後の日程について

松浦学校教育課長兼小学校統合準備室長が資料に基づき説明した。

（委員の意見等）

質問 近岡真委員（4 その他）
○教育ウィーク期間の取組中、宝達中学校で 10月 24 日～25 日、宝中祭・体育
祭の成果物や写真の展示があるが、国際交流事業の発表はいつか。

○インフルエンザやコロナ等流行の報道があるが、児童生徒の登校状況や健康
状態は。

回答 宮本生涯学習課長
○10 月 24 日（木）、午前中である。
杉谷学校教育担当課長
○インフルエンザやコロナ等大きな数の報告はないが、一部においてコロナや
手足口病の罹患者はいる。蔓延はしていない。

質問 西委員（4 その他）
○町の新しい「防災マップ」が全戸配付されるとのことだが、子どもたちに対
し、防災マップの見方等の指導はあるのか。



回答 杉谷学校教育担当課長
○先頃、志雄小学校と宝達小学校において、町環境安全課が藤井管理監を中心
とし防災教育を実施した。今後も推進する中で、「防災マップ」の見方も含
め指導いただく。また、「防災マップ」は全戸配付されていることから、各
校の防災教育の中で活用するよう指導していく。

質問
近岡宏委員（4 その他）
○当町は学力向上に関し、東大セミナー等積極的に取り組んでいるが、都会と
比べ特に能登地区においては勉強できる環境に差がある。保護者は不安に感
じるのでは。受験対策はされていると思うが、生徒の意識付けや機運が高ま
るような手立ては。

回答
杉谷学校教育担当課長
○東大セミナーの講座では、自主的にどう学ぶか、学びに対する価値付けや意
欲付けをベースに実施している。受験を控えた 3年生に対し、学年部会で受
験期までのバックプランニング、放課後の活用の仕方、家庭での学習課題内
容を定期的に示している。個々への力付けについて、学校組織として取り組
み、生徒や保護者の不安を解消していく手立てを取っていく。学校に対し、
チーム一丸となって機運を高めていくよう指導する。

質問
大﨑委員（4 その他）
○熊の出没について、出没後の周知や対応も大事だが、出没時期や場所を事前
に予測したパトロール等対策できないか。獣の行動予測は難しいと思うが。

○地区区長と連携し、出没時期や場所について周知等配慮を。また、町におい
て、不要な柿の実（生り物の木）等放置しないよう対策して欲しい。

回答
杉谷学校教育担当課長
○熊の出没については、町農林水産課とも連携し、いち早く情報をもらってい
る。情報が入った段階で、保護者宛マチコミで配信するよう指導している。
事前に対策という点においては、出没時に配信されるメールの内容にある出
くわした場合の対処方法を啓蒙していく等、学校でできる限りの指導をして
いく。

○松浦学校教育課長兼小学校統合準備室長
町農林水産課、関係各課と連携し対応していく。

質問
近岡真委員（4 その他）
○東大セミナーの休日実施は参加者数が少ないようだが、周知方法を工夫して
はどうか。

○小中学生の不登校の状況は改善されているか。

回答
杉谷学校教育担当課長
○東大セミナーの休日開催は今年度から実施していない。主体性を持って生徒
自身が学びたいという意欲は大切だが、東大セミナーの講座の内容を全生徒
に受講して欲しいという思いから、カリキュラムに影響のない形で平日に各
学年取り入れている。

○小中学校の不登校の状況について、各校の月報では人数の変更はない。しか
し、学校に足が向き確実に学びに向かっている児童生徒は 5名いる。また 9
月から欠席が急激に減り、不登校解消しつつある児童生徒も 3名いる。不登



閉 会 午前１０時４０分

校解消が難しい児童生徒には、粘り強く対応していく。10 月から完全長期欠
席対象の適応指導教室も開設したが、申込はない。対象者がいる学校長には
保護者・担任・教育相談担当者が連携し、児童生徒が一歩でも家から出て学
びたいと思うような働きかけをするよう指導している。

その
他の
意見

○宝達小学校で開催されたへき地複式研究大会は、各学年において良さが出て
おり素晴らしかった。学校一丸となって取り組んでいた。統合を控え忙しい
中であったが、先生方の指導の成果が出ていた。

○10 月 5 日・6日に実施された宝浪漫マラソン（フリーラン）について、SSTR
と日程が重なっており安全面について心配したが、事故等もなく無事に終了
した。嬉しく思う。


